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リニア沿線住民から多くの疑問が上がっています。

社員として、住民の意見を聞きましょう！

ＪＲ東海労ニュース
社員はリニアを真剣に考えて！
沿線住民がＪＲ東海社員に対しビラ配布！
10月22日早朝、「リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会」の皆さんが、

品川駅港南口のＪＲ東海・関連会社社員専用バス停前でビラ配布行動を展開

し、450枚のビラを配布しました。「リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡

会」とは、リニア中央新幹線が大深度地下を通るとされている東京・神奈川

の沿線住民の皆さんがつくっている市民団体で、リニア中央新幹線建設に不

安を抱き、疑問を投げかけている皆さんです。

ビラ（本紙２、３ページ参照）の内容は、ＪＲ東海・リニア促進期成同盟

会が開催した住民説明会の不備、環境や安全問題の不安、地元に与える経済

効果に対する疑問などを訴えています。また、私たち社員に対して、共に考

えるよう呼び掛けています。企業の繁栄は、住民の犠牲の上に立って成り立

つものではありません。ましてや、公共交通を担う企業はなおさらです。

私たちＪＲ東海労は、この沿線住民の皆さんの訴えをしっかり受け止めな

ければいけないと考えています。労

働組合として良いことは良い、悪い

ことは悪いと価値判断を下し、企業

に対するチェック機能を働かさなけ

ればなりません。

ＪＲ東海ユニオン・国労組合員の

皆さん、住民の意見にしっかりと耳

を傾けようではありませんか。そし

て、リニアについて、真剣に考えよ

うではありませんか。写真はリニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会より提供
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私たちはリニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会です

（リニア建設計画沿線の東京・川崎・町田・相模原などの住民が集まっています）

ＪＲ東海・関係会社の皆さん、リニア新幹線
についての、私たち沿線住民の不安や疑問の
声に耳を傾けてください！

今年６回の説明会で、計画推進・賛成の声ほとんど無し

ＪＲ東海は、リニア促進期成同盟会とともに、今年５月から、新駅ができるという沿線６都

県で説明会を開きました。ほとんどの会場で、参加者の４～５割が期成同盟会に割り当てら

れ、一般住民の参加は半数前後に限られました。しかし、会場から出た意見や質問は、リニア

新幹線の必要性は無い、消費電力や磁界、地震・事故対策に関する疑問や不安の声がほと

んどでした。莫大な事業費でＪＲ東海の経営は大丈夫かと、心配する声も多くありました。

計画発表後の昨年夏から秋に行われた説明会（沿線５８か所）の参加者の発言や、最初

の「方法書」に対する市民意見（パブリックコメント）もそうでした。

沿線住民はリニア新幹線計画について、ＪＲ東海の説明に全く納得していないのです。どの

説明会も同じマニュアルで行われ、再質問ができない、とても「説明会を開いて丁寧に説明

した」（ＪＲ東海推進本部長）とは言えません。

利用者には東海道新幹線の防災対策の遅れが心配です

ＪＲ東海の推進本部は説明会で、「９兆円出しても、健全経営と安定配当は可

能だ。国民にツケは回さない」と断言しました。その資金は、東海道新幹線からの

利益と５兆円もの借入金ということですが、それでは東南海地震に備えて、今す

ぐやらなければならない東海道新幹線の防災対策や、改修が大幅に遅れます。
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リニア計画の｢詳しいことは来年秋以降の

準備書で｣の繰り返し。もっときめ細かく

具体的な住民説明会を開いて下さい。

各地の説明会で出た質問と、ＪＲ東海リニア推進本部の回答を幾つか紹介します・・・・・・。

■「ルートや新駅、車両基地、立坑などの正確な位置は？」

「環境影響調査をして来年秋以降に準備書で明らかにする」

■「車両火災事故対策は？」

「不燃化に努めるが、もし火がついたら、そのまま次の駅まで突っ走る」

■「トンネル内の事故で停車した時、乗務員が乗客を誘導できるのか？」

「それができない場合は、お客様に協力していただく」

■「新駅には１時間に５本のリニアが停まるので、地域に多大な経済効果があると

期成同盟会は言うが、中間駅にはいったい何本停まるのか？」

「リニアのダイヤは公式に発表していない。開業時に決める」

■「膨大な工事残土をどこから排出し、どう処理するのか？」

「どう搬出し、何に使うかは決まっていない。後で地元自治体と相談する」

これが丁寧な説明でしょうか？ その後、リニア新幹線に疑問を覚える住民グループが計画沿線各地に広が

っています。そして、10月13日には「リニア沿線住民ネットワーク」が発足しました。

ＪＲ東海、関連会社に働く皆さん、安全で健康的な生活や都会の残り少ない自然環境がリニア新幹線建設

で脅かされ、深刻な影響を受けることは認められません。皆さんが、推進本部に対し、住民の声に誠実に応え、

こまめに説明会を開くよう求めるとともに、この問題と真摯に向かい合っていただくようお願いします。
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